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＜連絡事項＞
・Wiz掲示板に平成２５年度医療法人青仁会「ふれあい秋祭り」、法人防災訓練についてお知らせがある為、各自確認する事。
＜患者様連絡事項＞
・松川　麗様～8/28Am9:30～Pm13:00まで、母様付添いにて外出予定。帰院時、帰棟を拒まれる事続いている為、必要時男性スタッフ対応していく

・本多　富美様～8/28夕食後から内容一部変更にて臨時薬7日分処方となる。
・木津　誠子様～三浦PSWより、御家族より地域復帰支援検討会は日程の都合がつかないとの連絡ある。退院日について、三浦PSWより御家族へ確認していくとのこと。
・松尾　敏治様～中野Drとの面談調整の為、妻様へ確認。9/3Pm14:00希望聞かれている。9/2中野Drへ報告すること。
・木村　ノブ様～面談について保護者都合がつかず、長男様が9/2Pm14:00に来られるとの事。

＜安ケ平Ｄｒ診察連絡事項＞
・蝦夷森　重男様～予測指示シンラック液服用8/29より継続となる。

・木津　誠子様～予測指示シンラック液服用8/29より継続となる。
・出河　攻様～陰嚢水腫治療の為、8/28夕食後よりセフジトレン　3Ｔ　3×ndE 7日分処方となる。
・中川原　義雄様～8/29夕食後よりFK散 3P 3×ndE 6日分処方 以後定期となる。

・多田　ウメ様～気分の落ち込み続いている事から、8/28就床前よりジェイゾロフト(25)1T 1×vds 7T 処方以後定期となる。
＜要注目患者様ケース検討＞
・松川　　麗様～昨日は睡意強く、午前の作業には参加できないも、午後は活動に参加できている。母様から電話あり、本日の外出が決まると安心されている。本日は外泊の迎えの際、母様へ8月中の退院について確認するも、「外に出れば物を壊すし、叫ぶし」と話す。今後、外出泊訓練を通し、御家族不安な点を解消できるようアプローチをしていく。
・多田　うめ様～食事はホール内で1/2～全量摂取。小刻み歩行みられるも、ゆっくりとしたペースで歩かれ、歩行は安定している。調子については問うと、小さく首を横に振られる。各食主全量 副1/2～2/3摂取。入院一ヶ月経つが、気分の落ち込み続いている事から、薬剤追加処方となる。引き続き、環境の変化に伴い希死念慮等の精神症状に注意し、所在の確
認、発言・行動等の観察をしていく。

・山下　拓也様～8/27Pm15:30療養環境変更目的にて東Ｂ→西Ｂへ転入となる。準夜帯にて消灯後、喫煙されている所を発見し介入している。「もうしません」と話す。東病棟より、夜間23時・2時にトイレ誘導行っていたとの事だが、夜間不眠で経過。スタッフへの話し掛け多さ見られるが、他者への干渉は見られない。本日は、何度も同じ事を確認され、都度説明要す。また私物発注希望あり、小遣いの残金管理について確認すると「チェックしてない」と話す。改めて管理を行って行く事説明すると了承される。

　　　　　　　　
※危機(クライシス)について勉強会実施している。
危機（クライシス）

：調子の良い時に大きな混乱が生じ、自分一人では対応できない状況に陥る事があるかもしれない、その状態をクライシス（危機）と呼ぶ。

クライシス状況への対応の仕方を、信頼できる人とあらかじめ話し合い、計画して置く事でクライシスにも主体的に取り組む事ができる。

　クライシスの渦中では、自分の望む事や必要とする事を人に伝える事が難しくなっているかも知れない。事前に意思決定をしておける事柄に関しては、自分の意思を明確にプランに書いておくことができます。その他の事柄については、誰に、どのように意思決定をゆだねるかを決め、それをプランに示します。

クライシスとなりそうな状況について

・身体的な不調により入院など医学的介入が必要な時

・人とのつながり、社会とのつながりが断絶されそうな時（例：誰とも接触したくなくなる。命を絶ちたい気持ちになる。激しい恐れに襲われる。）

・圧倒される出来事が起きている時（例：結婚。離婚。子どもが生まれる。親しい人との別れ。）

クライシスプラン作成時の配慮点

・クライシス状況であることを示すサイン

・連絡して欲しい人、連絡して欲しくない人

・助けが必要な事柄

・医療に関する情報

・受け入れられる、あるいは試してみたい対応の仕方と、して欲しく無い対応の仕方

・クライシス状況を脱したことを示すサイン

※　クライシスに陥る様な自体がおきるとは、考えたくないかもしれません。

　　クライシスは、人が生きていれば、誰にでも起こりうることではないですか。

　　信頼できる人と一緒に時間をかけて、クライシスプランを作り、活用する事で生活の再構築に向かう事がしやすくなるでしょう！

※　危機管理

リスクマネージメント：危機状態の発生を予防するためのリスクの分析方法等が概念の中心である。

クライシスマネージメント：危機状態の発生後の対処方法に関する点が概念の中心である。

